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定 ど お り に 進め ば 、 こ の 号 が 発行 され る 頃 
に は 星 出 彰彦 宇宙 飛行 士 が スペ ー ス シャ ト 
ル [ デ ィ ス カバ リー 号 ] で 宇宙 に 飛び 立ち 、 
「 き ぼ ぽう] 日 本 実験 棟 の 船内 実験 室 と ロボ ッ 


ト ア ー ム を 国際 宇宙 ステ ーション へ 運ん で いる こと と 思 
いま す 。 私 た ち は 、 日 本 の 宇宙 開発 が いよ いよ 新しい 局 
面 を 迎え る 、 今 まさ に その 瞬間 に 立ち 会 っ て いる わけ で 
す 。 今回 の 表紙 は 、 昨 年 秋 に 月 に 到達 し て 以後 、 大 き な 
成果 を 届け て くれ て いる 月 周回 衛星 [かぐや 」] が 、 月 の 裏 
側 の 南極 付近 か ら 撮 影 し た | 満 地 球 の 出 」。 灰 色 の 月 面 に 
大 きく 浮か ぶ 美 し い 地球 の 姿 は 、 い つも 満月 を 見 な が ら 
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お 月 見 を し て いる 私 た ちか ら す 
る と 不思議 な 感 蔵 を 受け る も の 
で す 。 そ の 「 か ぐ や ] の 観測 デ 
ー タ で 作成 し た [月 の 地形 図 」 
を 、 見 開き グラ ビア で ご 紹介 し 
ます 。 苦労 し て この 地形 図 を つ 
くり 上 げた 国立 天文 台 と 国土 地 
理 院 の 担当 の 方 の イン タビ ュー 
も ぜひ お 読み くだ さい 。 巻 頭 は 、 
17 日 間 の 長い 宇宙 飛行 を 終え た 
土井 隆雄 宇宙 飛行 士 の 帰国 報告 
で す 。 国 際 宇宙 ステ ーション で 
の 暮らし を イメ ー ジ し な が ら 読 
ん で いた だ けれ ば 幸い で す 。 
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大 災害 を 緊急 観測 上 本 …………… ら ロ 


表紙 :4 月 6 日 (日 本 時 間 ) に 月 周回 衛星 「 かぐや] の ハイ ビ 
ジョ ンカ メラ (望遠 ) が 撮影 し た 動画 の 一 部 を 、 静止 
画像 と し て 切り 出し た も の 。 月 面 は 南緯 83 度 以上 の 
月 の 裏側 の 南極 付近 で 、 地球 の 左下 に は 北ア メリ カ 
大 陸 、 中 央 に は 太平 洋 が 見 えて いま す ( 画 面 の 上 が 
地球 の 南 に な る た め 、 北ア メリ カ 大 陸 の 上 下 が 通 常 
と は 逆 に な っ て いま す )。 
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背景 の 宇宙 空間 に は 星 も 写っ て いる 
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(「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 ) 

土井 宇宙 飛行 士 に よっ て 取り 付け られ 
た 。 中 に 入っ た 同僚 の フォ アマ ン 宇 宙 飛 
行 士 は [新車 の 臭い が し た 」 と 話す 。 職 
人 芸 の 「 美 し さ 」 が 特徴 
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研究 
解 


所 と し て 発足 。 当初 は 公害 の よ 


問題 の 
環境 問題 が 、 


地球 温暖 化 ・ 循 環 型 社会 ・ 生 慈 
系 の 劣化 な ど 、 長 期 的 な 地球 規 


お ける 
模 の 問題 へ と 変化 する の に 伴い 、 


前 身 の 国立 公 


当たっ た が 、 


国立 環境 研究 所 


1974 年 ( 
うな 特定 地域 ( 


決 ! 


事業 推進 


地球 温暖 化 研究 プロ グラ ム 置 国立 環境 研究 所 GOSAT 
プロ ジェ クト オフ ィ ス 


オフ ィ ス マネ ー ジ ャ ー 


語 地球 環 寺 研 究 セ モン ター 凍 議 較 
セン ター 長 


に 
ふ 
NR 
の 
ロ 
店 
マ 
の 
) 
) 
語 
慌 
度 
音 
瞳 
装 
剛 


中 核 研究 プロ ジェ クト 


FESKE る 4 

避 沈 の 〇 の マビ ピ ぐ 福 8" 胡 へ へ 
了 G 守 詞 堅 で ひし SS ロマ 
の ロマ 並 密 6 型鋼 突 応 和 NNー 
N ト ポー く 遂 宗 可 型 「 選 OS] 絶 
福 ⑳ ポ ロロ マ の ( 玖 賠 不 情 
必 可 求 去 届 羽 誌 ) を ” 妃 構 聴 誠 
交 串 加 岡 [RSS り 季 禄 0 
お ポー コマ の ー ビ ( 営 下 主 東屋 四 
忠 慌 去 愉 羽 門 ) ぐ ト ー ペ 鹿本 
3 回 親 つ レス % つ お ? 忠 忌 6 人 E 隊 
中 G 電 私 ー ペ 朱 で 折 沢 
つつ 8 写 SSJ7 を レス て yns 
JJQ を で 3J つ お 私 一 入会 抽 *G46 愉 
JJ6S% つ お 9 の つの マビ ピ 抽 汎 
SQ 全 の つ 忌 況 ろ た 2JD7 約 
いう うろ ろ 邊 一 系 公 守 *@7 盾 じ % ソ 
つっ) ウス 6" 


90 年 、 組 織 を 全面 改組 し て 国立 
環境 研究 所 と 改称 。 同年 、 地球 
環境 研究 セン ター も 新設 され た 。 
2001 年 か ら 独立 行政 法人 。 


協力 機関 
手法 開発 、 


国立 環境 研究 所 外 
計算 セン ター、 


検証 、 デ ー タ 利用 研究 な ど 


地上 ・ 航 空 機 実験 
炭素 収支 モデ ル 開 発 
国立 環境 研究 所 内 
協力 部 門 
検証 、 デ ー タ 利用 研究 


体制 図 


国立 環境 研究 所 
GOSAT プ ロジ ェクト 


上] 


コン タク トレ ンズ だ と 。、 
減点 の 対象 に な る ? 


「 矯 正 視 力 が 一 定 以 上 」] な どの 条件 を 
満た せ ば 、 メガ ネ ・ コ ンタ クト レン ズ も 問 
題 あ り ま せん 。 コン タク トレ ンズ は 使い 
捨て の も の を 持参 、 無 重力 環境 下 で の 
着脱 も 特に 問題 は な いそ う で す 。 


給料 は すご く 高い ? 

残念 な が ら 誤解 で す 。 給与 も 昇給 も JAXA の 規程 の 給 
与 水 準 に 沿っ た も の で す 。 宇宙 飛行 士 に 認定 され る と 
「 宇 宙 飛 行 士 手 当 ] が 支給 され ます が 、 その 額 も 本 給 の 
お よそ 3 割 程度 。 また 、 ミ ッ シ ョ ン (宇宙 飛 行 ) 中 の 宇 
宙 出 張 特 別 手当 の よう な も の が ある わけ で は あり ませ 
ん 。 星 出 宇宙 飛行 士 も ブロ グ (※) の 記事 で 、「 ち なみ 
に 給料 は …… ま 、 あん まり 期待 し な いで くだ さい っ 」 と 
少し だ け ふ れ て いま す 。 

※ 星 出 宇宙 飛行 士 の ブロ グ : 8 
2007 年 4 月 か ら 始ま っ た 「 星 出 宇宙 飛行 士 ジ ャ ー ナ ル ]」。 


訓練 の 様子 や 同僚 た ちの 仕事 ぶり が いき いき と 
伝わっ て きま す 。 


()| 虫歯 が ある と 
宇宙 飛行 士 に な れ な い ? 


いつ の 頃 か ら か そう いう 話 が 流布 し 「 われ こそ は その ニ 
ュー スソ ー ス 」 と イン ター ネッ ト 上 で 告白 し て いる 方 も 
いら っ し ゃ いま す 。 が 、 こ れ は 誤解 で す 。 虫歯 は 治療 済 
み で あれ ば 問題 あり ませ ん 。 まれ な ケー ス と し て 、 古 い 
治療 痕 の 内 部 に 空洞 が ある と 、 船 外 活動 に よる 気圧 変 
化 に より 、 痛み を 引き 起こ す 場 合 が ある と いわ れ て い 
ます が 、 フ ライ ト 前 に 宇宙 飛行 士 は 、 綿 定 な メデ ィ カ ル 
チェ ッ ク を 受け 、 必要 が あれ ば 治療 も 施さ れ ま す 。「 す 
べ て の 条件 は クリ ア し た が 、 虫歯 が ある の で 宇宙 飛行 
士 に な れ な い 」 と いう こと は あり ませ ん 。 


仕事 と 選考 に まつ わる よく ある 誤解 


乗り 物 酔 い に 

強い 人 は 、 

宇宙 酔い に も 強い ? 
乗り 物 酔い は 人 体 に 不 規則 な 加速 度 が 加わ る こと で 平 
革 衛 感覚 が 乱 さ れ て 起こ り ます が 、 宇 宙 酔 い は 重力 加速 
" 度 が ゼロ に な る こと や 、 そ れ に 伴い 体内 の 水分 が 上 半身 
に 移動 する な どの 複合 的 な 要因 か ら 起 こる も の と 考え 
られ て いま す 。 つま り 起 こる メカ ニズム が ちがう の で 、 
乗り 物 に 強い か ら と いっ て 宇宙 酔い に 強い と は 言え ず 、 
テス ト パ イ ロ ッ ト 出 身 の 宇 宙 飛 行 士 の 中 に も ひど い 宇 
宙 酔 い を 経験 し た 人 も いた そう で す 。 乗り 物 に 強い か ら 
宇宙 で も 安心 と は いき ませ ん が 、 逆 に 乗り 物 に 弱い か 
ら と いっ て 宇宙 行き を あき さら め る 必要 も な いわ け で す 。 


T-38 で 訓練 中 の 
星 出 宇宙 飛行 士 


日 本 一 競争 率 の 

高い 試験 で ある ? 

過去 の 例 で は 200>800 倍 前 後 。 た い へ 
ん に 高い 倍率 で し た が 、 た と えば 採用 数 
の 少な い 人 気 企業 の 入社 試験 を ど で は 、. 
1,000 倍 を 超え る ケー ス も あり 、 か な ら ず “ 
し も 日 本 一 と は 言え な いよ う で す 。 


還 晴 > の 4 月 1 日 か ら 、10 年 ぶり 5 度目 と 
な る 日 本 人 宇宙 飛行 士 候補 者 

の 募集 が 始ま っ て いま す 。 毛利 

衛 宇宙 飛行 士 の 初 フ ライ ト か ら 16 年 、 
日 本 は 独自 の 有人 施設 を 持つ まで に な 
り ま し た 。 「 仕 事 場 が 雲の上 | の 存在 で 
ある の に は 変わ りあ り ま せん が 、 宇宙 飛 
行 士 は 以前 に 比べ は る か に 身近 な 存在 
と な っ て いる の で は な いで し ょ うか 。 し 
か し 、JAXA に 寄せ られ る 問い 合わ せ や 
質問 な ど を みる と 、 宇 宙 飛 行 士 の 仕事 
や 選抜 試験 に 関し 、 身近 に な っ た ぶん 、 
ある 種 の カン ちがい や ちょ っ と し た 誤解 
も 少な か ら ず ある よう で す 。 た と え 多 少 
誤解 は あっ た と し て も 、 多く の 方 が 宇 
宙 飛 行 士 に つい て 興味 を も つの は 良い 
こと の は ず で す が 、 「 せ っ か く な ら 、 より 
多く の 方 に 正 し い 情報 を 知っ て いた だ 
きた い ] (広報 部 ) と いう の も 、 も っ と も 
な 話 。 そこ で 今回 の 宇宙 飛行 士 募集 に 
合わ せ 、 代表 的 な カン ちがい や 誤解 を 
解消 すべ く |「 よく あ る 誤解 11」 と 題し て 
まとめ て み ま し た 。 この 記事 を 読ん で 
| な ん だ 、 そ うだ っ た の か ! 」 と 思わ れ た 
貴方 、 申 込み 〆 切 は 6 月 20 日 で す 。 お 急 
ぎく だ さい ! (構成 ノ 喜 多 充 成 ) 


フラ イト を 経験 
し な けれ ば 宇宙 飛行 十 
と 名 乗れ な い ? 


実際 に 宇宙 に 行っ た 人 を 宇宙 飛行 士 と する 定義 も ある 
た めそ う 思 っ て いら っ し ゃ る 方 も いる か も し れ な い の で 
す が 、 か な ら ず し も そう で は あり ませ ん 。 JAXA に は [部 
長 ] や [室長] 等 と 同様 に 「 宇 宙 飛 行 士 ] と いう 肩書 き 
(職制 ) が あり ます 。 この JAXA の 宇宙 飛行 士 に な る た 
め に は 、 フラ イト 経験 は 必要 あり ませ ん 。 必要 な 基礎 的 
な 訓練 を 修了 する こと な ど に より 宇宙 飛行 士 と し て 認 
定 さ れ 、 その 後 は JAXA 宇 宙 飛 行 士 と 名 乗る こと が で 
きま す ( 名 刺 に も 「 宇宙 飛 行 士 ] と 書い て ある ん で す よ ) 。 


] | 『 十 は 
早く 老け る ? 


身体 が 小さ い 方 が 

(体重 が 軽い ほう が ) 

有利 で ある ? 
ライ カ 大 (※) の 時 代 で は ある まい し 、 軽い ほう が 有利 
と いう こと は あり ませ ん 。 応募 条件 の 中 に は 身長 ・ 体 
重 の 項目 が あり ます が 、 その 範囲 内 で 、 身 長 ・ 体 重 の 
関係 が 健康 的 な 範囲 で あれ ば 選考 に 有利 不利 は あり 
ませ ん 。 また 、 身 長 ・ 体 重 以外 に も 宇宙 飛行 候補 者 


の 選抜 試験 で は 、 多 方 面 に わた る 医学 検査 が 行わ れ ま 

す 。 宇 宙 飛 行 士 の 訓練 の 中 に は パラ ボリ ッ ク フラ イト ( 弾 

道 飛行 ) を 行う 航空 搬 の 中 で 、 無 重力 下 で 行う 訓練 メ 

を 0 ニュ ー も あり ます が 、 その 前 に 、 も し メタ ボリ ッ ク シ ンド 

JAXA 具 だ と 5 ロー ム と 判定 され て いた ら 、 応募 以 前 に や る べき こと が 
選考 に 有利 で ある 3 ある 、 か も し れ ませ ん ね 。 上 


過去 に NASDA 職 員 が 2 名 (※) 合格 し ※ ラ イカ 犬 : 旧 ソ 連 時 代 の 1957 年 11 月 日 に 、 
つう 全 2 貴 乳 類 と し て 初め で 軌道 周回 飛行 を し た 。 ラ イカ は 
て いま す が 、「 選考 に 関し て は も ちろ ん 種 名 で は な く 個体 名 。 体 重 は 約 5kg だ っ た そう で す 。 


厳正 に 行っ て いま す の で 、 職員 だ か ら 有 
利 と いう こと は 、 絶対 に あり ませ ん 」 ( 有 
人 宇宙 技術 部 )。 た だ 応募 条件 に は 、 
「 所 属 機関 の 推薦 が 得 ら れる こと 」 が 応 
募 条 件 に 明記 され て いま す 。 この 点 に 
関し て は 、 他 の 組織 と は 多少 事情 が ち 
が う の か も し れ ま せん 。 

※NASDA と は JAXA の 前 身 の 組 織 の 1 つ 「 宇 宙 開 発 事業 団 」。 
「2 名 」 と は 、 前 回 (1999 年 ) の 候補 者 に 選ば れ た 星 出 、 山 崎 宇宙 飛行 士 。 
星 出 宇宙 飛行 士 は その 前 の 96 年 の 選考 試験 に も 応募 し た が 、 


選 に 漏れ て いる 。「3 回 目 (2.5 回 目 ?) の 挑戦 で 宇宙 飛行 士 候補 者 に 選ば れ 、 
その 後 の 訓 練 を 経て ここ まで きま し た | (前 出 ・ 星 出 ブロ グ よ り ) 


これ は は 誤解 で ある と 同時 に 、 書 名 で も あり ます 。 宇宙 飛 
行 士 が 早く 老け る か どう か に つい て で は な く 、 元 NASA 
の 医師 が 重力 と 筋 鞭 縮 ・ 骨 量 減少 の 関係 に つい て 記し 
た も の で す 。 
「 無 重力 状態 で は 急速 に 骨 量 と 筋肉 量 が 減少 し ます が 、 
これ は 寝たきり 老人 の 筋 ・ 骨 量 の 減り 方 より 激しい こ 
と か ら 、 こ の よう な 言い 方 が され た の で し ょ う 。 若く 健 
康 な 宇宙 飛行 士 で も 重力 刺激 が な く な れ ば 老人 と 同 
じ よ うに 筋肉 が 衰え る と いう 事実 は 、 送 に 今 ま で 老化 
の せい と され て きた 筋肉 鞭 縮 が 異な る 原因 に よる も の 
だ と いう こと を 示唆 し て お り 、 年 配 の 方 で も 運動 や 労 
働 で 筋肉 を 常時 使っ て いれ ば 、 いつ まで も 活動 的 な 身 に 
体 を 保てる と 言う こと が で きま す 。 宇宙 医学 か ら の 1 つ そう で す 。 最近 で は 、 ミッ ショ ン 中 の 食事 は 、 認 定 され 
の 知見 で す | (有人 宇宙 技術 部 ) た も の の 中 か ら 宇 宙 飛 行 士 自 身 で 選ぶ こと も で きる か 
SN 2 1 ら で す 。 | と は いえ 、 地 上 か ら 送 られ た 限ら れ た 種類 の 
io > 宇宙 食 で すか ら 、 好 き 嫌 い を し て いる と 栄養 不足 に な 
っ て し まい ます 。 何 で も 好き 嫌い な く 食 べら れる ほう が 、 
健康 維持 に は 有利 で す 」 (有人 宇宙 技術 部 ) 。 お 子 さん 
た ちの お 手 本 に な る と いう こと も 宇宙 飛行 士 の 大 事 な 


宇宙 飛行 士 の 
〇 り 好き 嫌い が 


ある と 宇宙 飛行 士 に 
な れ な い ? 
ある 程度 の 食べ 物 の 好き 嫌い は 、 あっ て も 差し 支え な さ 


本 前 2 e ぐ < 仕事 の 1 つ な の で 、 あま り 表 に 出さ な い ほ うがい いか も 
エル ゴメ ー タ (自転 車 と ぎ ) で 国際 宇宙 ステ ーション し れ ま せん 。 また 宇宙 飛行 士 は 、 さ ま ざ ま な 国籍 や バッ 
SEM 0 ク グ ラウ ンド の 人 た ちと チー ム を 組ん で ミッ ショ ン に 当 

基 た り ま す 。 人 間 だ れ し も 好き 嫌い は あり ます が 、 それ を 
宇宙 飛行 士 は 24 時 間 勤 務 が 続く ? 5 


表 に 出さ な い の も 、 他 の いろ ん な 仕事 と 同様 、 プ ロフ ェ 


回 け る ? ッ ン シヨ ン 完 遂 の た め に は 、 十分 な 休息 ッ シ ョ ナル と し て 必要 な こ と で す よ ね 。 


と 健康 管理 が 欠か せま せん 。 「 基 本 的 に 
宇宙 飛行 士 も ち 地 上 と 同じ 、1 日 8 時 間 ・ 
週 5 日 勤務 と 思っ て いた だ いて 差し 支え 
あり ませ ん 。 宇宙 飛行 士 に は 自由 時 間 
も 与え られ 、 じっくり と 星 や 地球 を 眺め 
た り 、 好 き な 音 楽 を 聴い た り 、 家族 と メ 


「 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン の メニ ュー と し て 登場 する 


「 宇 宙 飛 行 士 は 早く 老け る ? ー ル で 交信 し て 過ごす こと も で きま す ] 日 も 間近 な 『 宇 宙 日 本 食 ]。 米国 や ロシア の メニ ュー に 飽き た 時 、 
重力 と 老化 の (有人 宇宙 技術 部 ) ラー メン や カレ ー ラ イス や お か ゆ 、 わ か め ス ー プ や さば の 味噌 煮 と 

意 タ 

意外 な 関係 | いっ た 日 本 食 メニ ュー は 、 き っ と 宇宙 飛行 士 の 食欲 を 


(Joan Vernikos 著 、 
白崎 修一 訳 、 向 井 千 秋 
日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 監 修 、 
朝日 選書 ) 


増し て くく れる こと で し ょ う ]( 有 人 宇宙 技術 部 ) 
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INFORIMIATIOI 1 


星 則 彰 彦 宇 宙 飛 行 士 は 5 月 7 一 9 
目 (米国 時 間 ) 、 STS-124 (1 本) ミッ 
ショ ンク ルー の 一 員 と し て NASA 
ケネディ 宇宙 セン ター で 、 最終 訓 
練 と な る ター ミナ ル ・ カ ウン ト ダ ウ 
ン ・ デ モン スト レー ショ ン ・ テ スト を 
行い まし た 。 これ は 、 宇 宙 飛 行 
士 と 地上 要員 が 打ち 上 ! (0 
作業 を 前 も っ て 確認 する た め 

射場 で 実施 する リハ ー サ ル で 、 上 


星 出 宇宙 飛行 士 ら STS-124 ク ルー (NASA 提 供 ) 例 は 打ち 上 げ の 約 2 週間 前 に 


われ ます 。 当日 は クル ー と 地上 
要員 が 参加 し 、 射 点 か ら の 緊急 
避難 訓練 や 、 ス ペー スシ ャ トル 「 デ 
ィ ス カバ リー 号 | に 搭載 され た 「 き 
ぼう 」 の 船内 実験 宝 、 ロ ボッ ト ア 
ー ム の 搭載 状況 を 確認 し た ほか 、 
最終 日 に は 打ち 上 げ 時 に 着用 す 
る 与 圧 服 (オレ ンジ スー ツ ) を 着 て 
実際 に ディ スカ バリ ー 号 に 搭乗 し 
て 、 打 ち 上 げ 直 前 まで の 仮想 カ 
ウン ト ダ ウン を 行い まし た 。 


サ 参 名 ン 稚 動 | ナ か 町 
イ 加 の を 測 王 と りら の 
ト 和 希 事 也 の か レス 2 有 
か 知 定 3 ぐ て ト 芋 楽 
望 前 は 5 時 栄 
ら の 申し テ や つの 商 町 
品 方 し くし の き 半 の 朝 
申 方 し ふ ゃ マ の ぽ 上 の 還 
し は 込ま で 成 う 彰 エ 
込み す の 果 己 氏 汗 相 
ク 制 だ 」 地 本 を フル 
く X で 先導 本 まり うり る 
だ A す 着用 菩 実 で ] ヽ 
さ ゥ の 7 5 環 験 ゲッ 18 
い ェ で 5 シ 境 棟 | ャ 時 
ブ ^ へ 0 ョ の 始 タ 2 1 半 
申込 先 URL http://Www. bosyu-jaXaJD/Sy 


http://mobile.jaxa.jp 
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世界 最高 速 12Gbps の 
衛星 デー タ 通 信 に 成功 


と 情報 通信 研究 機構 (NICT) 
月 2 日 、 共同 で 実施 し た 「 き ず 
な ] 初期 機能 確認 作業 で 、 マル チ 
ビー ムアン テ ナ を 使用 し 、 NICT 春 
島 宇 宙 技 術 セ ンタ ー に 設置 し た 超 
高速 小型 地球 局 と の 世界 最高 束 
度 と な る 毎秒 1.2Gbps の 超 高速 デ 
ー タ 通信 に 成功 し まし た 。 衛星 を 
介し た 超 高速 デー タ 通信 は 、 地上 
通信 網 の バッ クア ッ プ 回 線 や 大 容 
量 デ ー タ 伝送 に 役立ち 、 デ ジタル 
ディ バイ ド を 解消 する も の と し て 
期待 され て いま す 。 


趣 高速 イン ター ネッ ト 衛 星 「 き ず な 」 
こき っ 
/ か 


趣 高速 小型 地球 局 (車載 型 ) 
NICT 府 島 宇宙 技術 セン ター 


マル チビ ー ム アン テ ナ を 使っ た デー タ 通 信 


また 、 5 月 12 日 の 初期 機能 確認 
作業 で は 、| きず な 」 の 広域 電 
走査 アン テ ナ (Ka 帯 ア クティ ブフ 
ェ ー ズ ドア レイ アン テ ナ ) を 使っ て 、 
NICT 鹿 島 宇宙 技術 セン ター 大 型 
地球 局 と 北海 道 釧路 市 の 超 高速 
小型 地球 局 と の 622Mbps の 高速 
デー タ 通 信 に 成功 し まし た 。 これ 
は 広域 電子 走査 アン テ ナ を 使用 
し た 通信 の 世界 最高 速度 で す 。 
アン テ ナ は 、 日 本 国内 だ け で な く 
地球 上 の ほぼ 3 分 の 1 の 地域 を 通 
信人 範囲 と し 、 ア ジア 太平 洋 地域 
に ブロ ー ド バン ド 環 境 の 提供 を 可 
能 に し ます 。 都市 部 と の 情報 格 
差 解 消 や アジ ア を 含め た 自然 災 
害 時 の 通信 確保 に 貢献 で きる も 
の と 期待 され て いま す 。 


ョ 決 搭 行員 道 境 科 国 マ 
すら 
日 2 人 彼 ぅ 
画 ま は 決 こ 行 に 険 再 に ビ 四 し 1 
に 定 り う 重 を ぇ 6 日 て ヨ 
会 た 点 し ほ 第 点 は テ 人 本 入内 
加 后 川 ま ど 20 を じ l 体 実 王 "3 
し 終了 聡 し 野次 記 め シ 制 験 ノー-mp 
NN 宇 あ 信昌 導い 全 プ で 株 | 
る 軍 買 べ 加 期 た す と 胃 の 、 
ヵ ス 飛 ツ ー 浴 作る た 用 組 ン 
ナ テ 行う 二 在 業 字 選 さ み ヨ 由 
・ シ に プ 飛 乗 軌 環 ^ る て ン 飛 
箇 の 動 験 委 ン 国 2 消 箇 牙 区 人 
得 析 を 施 シ 際 0 在 徐州 寺 有 
で ち 実 設 ニ 宇 1 峡 関 - ター 
行 上 施 ポ の 7 笛 0 間 の 日 ヽ 王 
い げ し トシ ヒス 年 へ 問 本 7 1 
1 ス フ 肥 
ま 上 帰す イ テ く 1 キ 0 吾 ど 件 6 
司 "ん ムー シー0 整 
は を 島 連 き 3 の 9 に /? か が 
。 太 衝 用 ぼ ン 約 年 よ 米 く 
ノ ヽ う ブフ 6 委 ゝ 
とこ ワラ 8 條 る の 回? 
船 科 が 半 も 
1 の 船村 を イ 和 月 の 
え 潮 外 学 含有 有 1 の 各 定 目 
宇 在 活 実 むせ エバ 翌 ^ 宇 の 
| 国 
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古川 宇宙 飛行 士 野口 宇宙 飛行 士 


ここ 
0 小雪 
、 1 しほ 31 1 
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遼 た に 直 高 速 イン ター ネッ ト 失 量 「 き ず な 」 


大 型 地球 選 
旬 yeGT 施設 : 凛 記 内) め 


広域 電子 走査 アン テ ナ を 使っ た デー タ 通 信 


TS-124 ミ ッ シ ョ ン 、 いよ いよ 才 ち 上 げ へ 


ちの 銀河 の 中 心 に ある ブラ 
ホー ル が 300 年 ほど 前 に 大 爆 
発 を 起こ し た こと を 、 日 本 の 研究 
チー ム が 日 本 の X 線 天文 衛星 「 あ 
すか 」「 す ざく 」 と 、 NASA の チャ ン 
ドラ X 線 宇宙 望遠 鐘 、 ヨ ー ロ ッ パ 
宇宙 機関 の XMM ニ ュー トン X 線 
天文 衛星 の 観測 結果 を 総合 し て 
導き 出し まし た 。 

この 発見 は 、 私 た ちの 天の川 銀河 
中 心 の ブラ ッ ク ホ ー ル が な ぜ こ ん 
な に 静か な の か と いう 長年 の 謎 に 
解決 の 糸口 を 与え を る も の で す 。 
天の川 銀河 中 心 の ブラ ッ ク ホ ー ル 
は 、 太陽 の 400 万 倍 も の 質量 を も 
つこ と が 知ら れ て いま す が 、 その 
周囲 か ら 放 出さ れ て いる エネ ル ギ 
ー は 他 の 銀河 の 中 心 に ある ブラ ッ 
ク ホ ー ル に 比べ て 10 億 分 の 1 と 、 
極め て 低い レベ ル に あり ます 。 
1994 一 2005 年 の 間 に 行 われ た 日 
米 欧 の X 線 天文 衛星 の 観測 デー タ 
を つなぎ 合わ せる と 、 銀 河中 心 ブ 
ラッ ク ホ ー ル の 近く に ある ガス の 雲 
「 いて 座 B2」 (分 子 雲 ) が 、 ブ ラッ ク 
ホー ル の ご く 近 傍 か ら の X 線 の 増 
光 に 応え る か の よう に 、 XX 線 で 急 
速 に 明る く な り 、 再び 暗く な る 様 
子 が 浮か び 上 が り ま し た 。 銀河 中 
心から 発せ られ た X 線 が 分 子 雲 に 
た どり つく に は 300 年 の 時 間 が 必 
要 な た め 、 分 子 雲 の 増 光 は 300 年 
前 に 銀河 中 心 で 起き た 爆発 に よ 
る こと に な り ま す 。 今回 の 新しい 
研究 成果 は 、 日 本 天文 学会 の 欧 
文人 研究 報告 に 発表 され まし た 。 
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左 か ら あ すか (1994 年 )、 チ ャ ンド ラ (2000 年 )、XMM ニ ュー トン (2004 年 ) 、 


れ 1 来 響 り 5 成 3 
る 号 年 試 ま ト 時 つ 
予 機 度 験 す オン に に 
定 で に と てく の は 分 
で 種 H い 今日 全 け 
すず 所 1 つ 徐 末 長 る 
鳥 和 1 た. 最 10 の 
ふ B 機 熱 大 mm 会 
ら ロ 能 真 の < 開 
ケ 試 空 宣 副 で 

ち ト 喘 試 宙 重 
半 まま 
げ 競 こ MO 
ら 機 へ 音 な ・ 完 


う ] 日 本 実験 棟 の 運用 管制 
ム と 、 STS-123 (1]/A) ミッ シ 
ョ ン で 主 担当 を 務め た 松浦 真弓 
フラ イト ディ レク タ が 、 こ の ほど 
NASA か ら 表 彰 さ れ ま し た 。 これ 
は 、 STS-123 ミッ ショ ン が 無事 に 
成功 し た こと を 受け 、 特に 頁 献 
し た チー ム や 個人 を 表彰 する も 
の で 、 NASA の フラ イト ディ レク タ 
が 選定 し まし た 。 「 き ぼ う 」 運用 
管制 チー ム は 、「 き ぼう 」 打 ち 上 
げに 向け て 何 年 も 着実 に 準備 を 
行い 、 ミッション で は 「 き ぼう 船 
内 保管 室 の 起動 と 整備 を 確実 に 
や り 遂 げた こと 、 松浦 フラ イト デ 
ィ レ クタ は その 運用 管制 チー ム を 


を ジ 機 物 ン 実 細 国 還 - コ ニラ 
捨 ュ 体 資 タ 証 時 十 8 
載 を を 機 で 宇 エー 
し と ヨコ 還 入る 二 征 由 5 
た ユン 送 合 が る ス ス 3 
推 そ ロ る きら TI V へ 
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> 推す 給 し を 初 ン の ) | 
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「 シ すす 迷 頃 の 化 シ 
ー テ 気 ア 生 宙 技 和 人 呈 、 コ 
TS 
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己 流 


HTV の 補給 キャ リア ( 右 ) 、 
電気 モジ ュー ル ( 左 上 ) 、 


推進 モジ ュー ル ( 左 下 ) 
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STS-123 ミ ッ シ ョ ン 成 功 で 

「 き ぼう 」 

運用 管制 チー ム が 
NASA か ら 表 彰 


指揮 し て ミッ ショ ン を 成功 させ た 表彰 を 受け た 松浦 フラ イト ディ レク タ ( 中 央 ) 


すざく (2005 年 ) に よる 「 い て 座 B2」 の 画像 。 円 で 囲ん だ 領域 が こと が 評価 され まし た 。 
明る く な っ た り 暗く な っ た り し て いま す 。 
募 い 1 数 す 立 も し ま 作 小 置 
ュ OF マツ o へ ム き と ロ 征 昌 信人 色 ら 
に ] 切 作 介 こ 代り フッ 唐人 F 又 還 
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「 だ いち 」 が アジ ア の 大 災害 を 緊 女 観測 
中 国 ・ 四 川 大 地震 


月 12 日 、 中 国 四川 省 で 発生 し た 

深 さ 約 10km を 岩 源 と する M8.0 の 
地震 に 関し て 、JAXA は 陸 域 観測 技術 
衛星 「 だ いち 」 に よる 現地 の 緊急 観測 を 
実施 し まし た 。 
図 1 の 左側 は 、 地 震 前 と 地震 後 を 比較 
し た 差分 干渉 処理 画像 、 右 側 は 南北 
700km に わた る 地震 後 の 画像 を 示し た 
も の 。 綿 陽 市 、 徳 陽 市 は 、 農 源 か ら そ れ 
ぞ れ 約 150km、 120km 離 れ た 都市 。 この 
画像 か ら 、 断 層 の 南側 で 50 一 60cm 地 
面 が 衛星 に 向かっ て 近づい て いる こと が 
わか り ま す 。 また 、 断層 近傍 約 200kmx 
75km を 拡大 し た も の が 図 2 で 、 断 層 運 
動 に よる 変動 の 様子 を より 細か く 把 握 
する こと が 可能 で す 。 
図 3・4 と 図 5・6 は 、 地 震 に 伴う 地表 面 状 
態 の 変化 を 調べ る た め に 、 光 学 セ ン サ の 
高 性 能 可 視 近 赤 外 放 射 計 2 型 [AVNIR-2] 図 34 
が 取得 し た 2007 年 4 月 17 日 の 画像 と 、 地 ュ 
展 後 の 5 月 15 日 に 取得 し た 画像 を 比較 し 
た も の で 、 災 害 前 後 で 変化 が 確認 で きた 
同じ 場所 の 2.5km 四 方 を 切り 出し て 拡大 
し て いま す 。 い ずれ の 画像 で も 黄色 で 示 


植生 域 の 変化 を 見 や すく する た め 、 植生 が 
赤色 で 目立つ よう フォ ー ル スカ ラー 画像 
(RIG,B= バ ンド 4, 3, 2 で カラ ー 合 成 ) を 用 
いて いま す 。 ま た 、 災 害 前 後 で 観測 角度 
(ポイ ン テ ィ ン グ 角 ) が 異な る た め 、 通 常 
な ら 地 形 に 伴う ひずみ が あり ます が 、 こ 


し た 部 分 で 、 災害 後 、 土砂 崩 れ が 発生 、 GuOA 本 2008/5/15 2 呂 ii オル ソ 補 正 画像 ( 正 射 投影 画像 ) を 
も し く は 拡大 し て いる と 考え られ ます 。 用 いま し た 。 


こう) に 3 S る 
ミャンマー・ サ イク ロン 洪水 
AXA は 、5 月 2 一 3 日 に か け て ミ ャ 
ンマ ー を 襲っ た 大 型 サ イク ロン |[ ナ 
ル ギ ス 」 に よる 洪水 の 被害 状況 に つい て も 、 
「 だ いち 」 で 相 急 観測 を 行い まし た 。 
図 7 は 「PALSAR」 で 観測 し た 災害 前 の 
2008 年 4 月 24 日 の 画像 と 、 災 害 後 の 5 月 6 日 
の 画像 を 色付け し て 重ね 合わ せ 、 災 害 前 後 
の ちがい を 色 と し て 表し た も の で す 。 青 く 
浮き 出 て いる 地域 が 浸水 し た 領域 を 表し 
て いま す 。 黄色 の 領域 は 降水 に より 土 の 中 
の 水分 が 増加 し た こと を 示し て いま す 。 
図 8.9 と 図 10・11 は [AVNIR-2」 で 観測 し た 
災害 前 後 (2007 年 2 月 18 日 と 2008 年 5 月 4 日 ) 
の 画像 で す 。 そ れ ぞ れ 災 害 前 後 で 同じ 場所 を 
切り 出し て 拡大 し て いま す 。 図 9 で は 、 災 寺前 
に 耕作 地 で あっ た 場所 が 冠水 し て いる 様 
子 、 図 11 で は 災害 後に 小島 が 削ら れ 面積 
が 小さ く な っ た り 、 海 岸 線 の 砂浜 が な く な っ 
た り し て いる 様子 を 見 る こと が で きま す 。 
JAXA で は 、 要 請 に 基づき デー タ を 国際 災 
害 チ ャ ー タ 及び セン チ ネ ル ア ジ ア へ 提供 し 
27 
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